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 琉球大学における第 2 外国語の 1 年次履修者数は平均して，スペイン語 500 名，ドイツ
語 250 名，フランス語 120 名程度である。スペイン語履修者が圧倒的に多いのは，沖縄県
                                                   
1 スペイン語は 2014 年度のみ提携校である「スペイン・バルセロナ自治大学」で，ドイツ
語は研修開始時から提携校である「ドイツ・デュッセルドルフ大学」で，フランス語はホ
ームステイを重視し，語学学校での語学研修をそれぞれ実施している。 












出移民数は第二次世界大戦前の 1899 年から 1941 年まで 7 万人を数え，この数値は当時の








 本研修は，2004 年度から隔年で実施され，既に 6 回の実績がある。海外の提携校あるい









































 - 研修に参加するために必要な科目 
  a.  「ドイツ語入門 I, II」または「インテンシブ・ドイツ語 I, II」 
  b.  「ドイツ語実践研修(集中講義)」，「ドイツ語圏文化入門」 
 - 2・3 年次に履修することが望ましいドイツ語専門科目 













                                                   
6 講義担当教員により，枚数・執筆言語等のレポート作成条件は異なる。 
7 本論文 21 頁(2f)および 22-23 頁(3f)を参照。 
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かと考える。 































                                                   
8 2015 度は 2 名，2014 度は 1 名，2013 年度は 2 名が転科した。 
9 2014 年度の夏季研修後，他専攻の学生でドイツ語専門科目を履修していないのは，9 名
中 2 名のみである。 
- 21 - 
 
 
(2) 2 週間の語学研修 (2014 年度夏季研修) 
 a. 参加人数  教員 2 名 琉球大学生 13 名 その他 3 名 （計 18 名） 
 b. 参加者内訳 法文学部国際言語文化学科ヨーロッパ文化専攻 4 名，英語文化専攻 2 名 
   人間科学科 4 名，総合社会システム学科 1 名，農学部 1 名 
   人文社会科学研究科 1 名 
 c. 期間  2014 年 8 月 18 日(月)－2014 年 8 月 29 日(金) 
 d. 研修機関  ドイツ・デュッセルドルフ大学 
 e. 参加費 207,300 円 (渡航費) + 67,700 円 (語学研修費10) = 275,000 円 





8/18 (月) ﾚﾍﾞﾙ分けﾃｽﾄ Düsseldorf  
8/19 (火) 授業(午前) Düsseldorf Düsseldorf 大学日本語学科の学生と交流会 
8/20 (水) 〃 Aachen 市内観光 
8/22 (金) 〃 Neuss Haribo 工場見学 
8/24 (日) 〃 Xanten 考古学博物館見学，市内観光，オペラ「魔笛」観賞 
8/27 (水) 〃 Köln チョコレート博物館見学，市内観光 
8/28 (木) 〃 Neanderthal ネアンデルタール博物館見学 
 
上記の研修内容からも分かるように，参加学生は午前中に大学での語学講座を受講し，2 日










                                                   
10 2 週間の語学研修費には，この 2 週間に必要な食費以外の全ての経費(語学講座代，当該
期間に開催される文化プログラム費用，交通費，宿泊費)が含まれる。 
11 文化プログラムのない日については記載なし (8/15-17, 21, 23, 25, 26, 29)。 






















バスによる 2 カ国周遊型文化研修 
以下では，10 日間のバス12による 2 カ国周遊型文化研修および個人旅行の概要を述べる。 
 
(3) 文化研修 
 a. 参加人数  教員 3 名 琉球大学生 15 名 その他 4 名 （計 22 名） 
 b. 文化研修期間  2014 年 8 月 30 日(土)－2014 年 9 月 9 日(火) 
 c. テーマ 生活と仕事，今と昔 
 d. 参加費13 99,000 円 
 e. 個人旅行期間  2014 年 9 月 10 日(水)－2014 年 9 月 14 日(日) 
 f. 文化研修プログラム14 
                                                   
12 2014 年度の文化研修も，この研修が始まって以来，懇意にしている個人経営の Fridolin
というバス会社を利用した (http://www.fridolin.com/)。費用は 10 日間，50 人乗りの大型
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#市内観光 (マリエンベルク要塞, 司教館) 
#バスツアー 













































個人旅行 (13 日 18 時に Frankfurt 集合) 
13 日：個人旅行報告会 




                                                                                                                                                     
14 文化研修プログラムに記載されている「#」の表記はドイツ語・英語・日本語のいずれか
によるガイドを意味し，「*」の表記は引率教員による日本語通訳を意味する。 


















職業体験と SIEMENS 社見学 
 以下では，2014 年度の文化研修のテーマ「生活と仕事，今と昔」に即した二つの文化プ















                                                   
15 煙突屋も候補にあったが，希望者がいなかったため，派遣は見送った。 
16 言語レベルはヨーロッパ言語共通参照枠の基準に基づく。 









 文化研修のテーマに即した二つ目のプログラムは世界的大企業である SIEMENS 社の見
学である。以下，Forchheim と Erlangen における１日見学の内容の素描である。 
 
(4) 10:00-12:00 Forchheim にて SIEMENS 社の概要説明と工場見学 
 12:00-13:00 Forchheim の社員食堂で昼食後，Erlangen に移動。 
 13:30-15:00 Erlangen ヘルスケア部門において女性社員によるワーク・ライフ・バラ 
  ンスについての講演会と Erlangen ヘルスケア部門の製品説明 
 15:00-16:00 SIEMENS メディカルテクノロジー博物館見学 
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科学研究科に所属する社会学専門の院生の要望により実現したものである。講演後は
Erlangen ヘルスケア部門の 1 階にある最新型 MRI と補聴器の説明を受け，社屋に隣接する
メディカルテクノロジー博物館を見学した。そこには SIEMENS 社ヘルスケア部門が 160 年









































攻から 10 万円，外国語センターから 25 万円の計 45 万円の補助金が出張費として支払われ
ている(教員の研修参加費は 43 万 4 千円)。参加学生も，外国語センターから 1 言語グルー








ポート(日本語 3 枚とドイツ語 1 枚あるいはドイツ語 3 枚)を点数化し，本学が定める評定に















                                                   
19 13 名分の奨学金を獲得していたが，3 名が日本学生支援機構の求める奨学金支給者の資
格及び要件(家計と成績)を満たさず，最終的には 10 名が奨学金を受給した (一人当たり 8
万円)。 
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Kulturorientierte Sommerkurse in Deutschland 




Warum von der deutschen Abteilung der Universität Ryukyu an Kultur orientierte Sommerkurse in 
Deutschland für japanische Studenten begründet wurden, wird in diesem Aufsatz hinsichtlich der 
Geschichte der Auswanderung in Okinawa thematisiert. Es werden in erster Linie Erfahrungen seit 
dem Jahr 2004 angeführt. Der einmonatige Sommerkurs in Deutschland setzt sich aus einem 
Sprachkurs an der Universität Düsseldorf, einer kulturorientierten Busreise sowie einer individuellen 
Reise zusammen. Den Teilnehmern werden deutsche Kultur und Geschichte durch kulturbezogene 
Vorlesungen vor/nach dem Sommerkurs sowie durch eine viertägige Blockveranstaltung 
nähergebracht, sodass die Teilnehmer die Fähigkeit entwickeln, verschiedene Probleme aus 
internationaler Sicht zu analysieren bzw. zu lösen. Da viele Studierende Interesse an der deutschen 
sowie europäischen Kultur haben, bewerteten sie den Sommerkurs und die darauf bezogenen 
kulturorientierten Vorlesungen als sehr sinnvoll. Darüber hinaus wurde durch das bei der kulturellen 
Busreise im Jahr 2014 aufgeworfene Thema „Leben und Arbeiten, damals und jetzt“, das Praktikum 
in einem Meisterbetrieb und den Besuch bei Siemens, einer der größten Firmen Deutschlands, ein 
positiver Einfluss auf ihre eigenen künftigen Lebens- sowie Arbeitsrichtungen ausgeübt. Aber der 
Sommerkurs und die Organisation der darauf bezogenen Vorlesungen in der deutschen Abteilung  
fokussieren stark auf die deutsche sowie europäische Kultur, sodass bisher nicht ausreichende 
Fachvorlesungen wie deutsche Linguistik und Literatur oder Didaktik für Deutsch als Fremdsprache 
angeboten werden können. Jedoch müssen wir für Studierende, die sich für die betreffenden 
fachlichen Bereiche interessieren und später einen Magisterkurs belegen wollen, vor allem das 
Angebot der nicht kulturorientierten Vorlesungen berücksichtigen. 
 
